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 萩往還
（周防国三田尻への道筋） 

悴 坂
かせがさか

へ 

御成道  御客屋（萩町 奉行所） 

街割原標石  

萩城本丸  

野山獄  
石州街道
（石見国津和野への道筋） 

松本垰（手水川垰）へ 

石州街道
（石見国仏坂への道筋） 

猪熊垰へ 

赤間関街道  
（下関への道筋） 

中山垰（玉江坂）へ 

萩城二の丸  蔵元役所  

元文年間（1736～1740）絵図に描かれた御船倉付近

萩城三の丸  

浜崎  

鉄 砲 札 ：「此 所 より萩 の方 諸 猟 停 止 の鉄 砲 札 」、「是 より萩 の方 鉄 砲 停 止 の札 」

（『地 下 上 申 』）  

萩城下町絵図 （安政元～2 年（1854～55）作成）

慶安 5 年（1652）絵図に描かれた萩城 

要害  
内堀  外堀  

平安古の惣門  

中の惣門  

北の惣門  

松本橋  

Ａ 
Ｃ 

Ｂ

Ｄ

凡 例  
四垰  
鉄砲札  
狭義の城下の範囲  
広義の城下の範囲  

猪熊垰

中山垰  
（玉 江 坂 ）  

悴坂

松本垰
（手 水 川 垰 ）  

Ａ 萩 城 
Ｂ 唐 樋札 場 
Ｃ 御 客屋  
Ｄ 御 船倉  
Ｅ 大照 院 
Ｆ 東 光寺  

赤間 関街道  

萩往 還  

Ｆ 

Ｅ 

「萩 図 誌 」〈安 政 元 ～2 年 作 成 絵 図 の土 地 利 用 〉より作 成  

御船倉・ 
浜崎宰判勘場（代官 所） 

岩倉獄  

唐樋札場  

当島宰判勘場  
（代官所） 

藍場川

姥倉運河

萩城下町重要要素構成図  

新堀川

中堀  

橋本橋  

河 添  

藩校明倫館  

萩城下周辺鉄砲札配置図（城下の範囲）  
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浜崎宰判  

当島宰判  

広域図  

浜 崎 宰 判 は２町 ７浦 ７
島を管 轄。 
浜 崎 は 御 船 倉 （ 藩 主
の船 倉 ）が置 かれるな
ど、萩 の海 の玄 関 口 を
担った。  

萩城下周辺の行政区域図  

御船倉  

浜崎  
浜崎町  
浜崎新町  
浜崎浦  

当島宰判  

浜崎宰判  

拡大図  

浜崎宰判代官所
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三角州の自然地形に配慮した計画的土地利用説明図  

橋 

本 

川 

松 

本 

川 

阿武川  

日 本 海 

陸繋 島  
指 月 山  

標 高 143ｍ 
萩 城 要 害  

陸繋 砂州  
萩 城 本 丸 ・二 の丸 ・  

三 の丸 の一 部  

被 覆砂 丘
最 高 標 高 約 9ｍ、  
上 級 武 家 地 （萩 城
三 の丸 ）・町 人 地 ・

寺 社 地  

後背 湿地  
田 圃 ・遊 水 地  

沖積 地内 の
自 然堤 防  

中 下 級 武 家 地 ・  
百 姓 地（注 ）指 月 山 の等 高 線 については一 部 省 略 している 

【参 考 文 献 】広 域 観 光 リクレーション開 発 地 域 土 地 分 類 基 本 調 査  萩 ・相 島 ・見 島 （山 口 県 ）  

（「萩図誌」〈安政元～２年作成絵図の土地利用〉より作成） 
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萩城下町絵図と現在の萩の町割との比較図 
 
 

 

萩城下町絵図（安政元～２年（1854～55）作成）に現在の萩の町割（白抜き）を重ね合わせたもの 
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史跡・重要伝統的建造物群保存地区等の区域図  
 

 
 

萩城 跡  

堀内地区  

萩市 浜崎地区

今魚店地 区萩藩 主毛利家 墓所  
（天樹院） 

萩市堀内 地区  

萩市平安 古地区  

大照 院付近

萩藩主毛 利家墓 所（大照院） 

旧萩藩校 明倫館

東光 寺及び
吉田 松陰誕生 地付近

樽屋町・城東地区

萩藩 主毛利家 墓所
（東光寺）

維新の里地 区

藍場 川及び藍 場川周 辺地区

南明寺境 内及び参道

藍玉座跡 土塀  

土原新川 線沿線 地区

大屋 土原線沿 線地区

萩城 城下町
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都市遺産と文化遺産 
 
  ○文化遺産の分類 
                               街路、地割、水路 
 
 
                            
                               建築物、工作物、樹木 
 
 
                                
                               祭事、慣習、産業、方言 
 
 
                               美術、工芸品、文書、 
                               生物、産物 
  ○空間遺産 
    不動産として土地に根を下ろして動かない遺産であり、空間要素と景観要素に分けら

れる。 
    「空間要素」とは、道路や地割、河川、水路といった空間を規定する地図上で確認で

きる要素で、「景観要素」とは、この空間要素の存在を可視的に証拠付けるもののうち、

地域景観の特性をよく示している建築物や工作物、護岸石積、樹木などの要素のこと。 
 ○生活遺産 
   動産的な性格を持つ遺産であり、祭事や慣習、産業、産物、古くからの地名や萩こと

ば（方言）などに着目した民俗的な遺産、美術・工芸品や文書、絵図などに着目した芸

術的な遺産、自然環境や市民とのかかわりを持つ生物に着目した遺産、資料・文献など

モノやコトの記録に着目した遺産などで、目に見えないコトを無形要素、目に見える又

は手にすることができるモノを有形要素として分類する。 
○都市遺産と文化遺産 
  地域には、地域の歴史や文化、自然や民俗等に関わる物語（ストーリー）があり、こ

の物語とそれを証拠づける文化遺産の一つの集まりをテーマごとに総称して「都市遺

産」と呼ぶ。 

文化遺産 

空間遺産 

生活遺産 

空間要素 

景観要素 

無形要素 

有形要素 



１　近世由来街路総延長からみる近世由来街路の残存率

未拡幅街路延長÷近世由来街路総延長＝91％

変化の種類 距離 割合
未拡幅 63,635.71 91%
拡幅 5,463.51 8%
消失 698.72 1%
近世由来街路総延長 69,797.94 （ｍ）

２　現在の街路総延長からみる近世由来街路の残存率

未拡幅街路延長÷現在の街路総延長＝　73％
近世由来街路延長÷現在の街路総延長＝79％
※近世由来街路延長＝未拡幅＋拡幅

変化の種類 距離 割合
未拡幅 63,635.71 73%
拡幅 5,463.51 6%
新規 18,092.86 21%
現在の街路総延長 87,192.08 （ｍ）

近世由来街路の残存状況

未拡幅

拡幅
消失

未拡幅

拡幅

新規
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開削水路ごとの残存率 

  （注）延長は現在の数値を用いているため、当時の文献上の数値とは異なる。 

 残存率 総延長 残存延長 備 考 

内  堀 100％  602ｍ  602ｍ   

中  堀 0％  461ｍ  0ｍ  ※復元可能 

外  堀 90％  1,458ｍ 1,314ｍ  

新 堀 川 100％  1,132ｍ 1,132ｍ 
造成によりできた水路部分の総延長は 1,191ｍ、
残存率は 80％。 

藍 場 川 97％  2,572ｍ 2,500ｍ  

姥倉運河 100％  835ｍ 835ｍ  

後に造成により
できた水路 

姥倉運河 

新堀川 

藍場川 

外 堀

中 堀

内 堀

凡例 
残存箇所 
消失箇所
（暗渠含む） 

近世由来の開削水路の残存状況 
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伝統的建築物等の残存状況 
 
２００４年度卒業論文 
「文化遺産データベース構築に向けた景観要素の変容に関する研究―山口県萩市を対象と

して―」（抜粋） 
九州芸術工科大学 芸術工学部 環境設計学科 都市環境設計室 吉村重昭 
 
２００３年３月～２００４年１１月調査 
建築類型別でみた伝統的建築物の総数と消失数 （ ）内は％ 

 完全消失数 部分消失数 残存数 総数 
町家型 90（10.8） 1（0.1） 740（89.1） 831（100.0） 

屋敷型 66（11.8） 0（0.0） 494（88.2） 560（100.0） 

長屋・長屋門 9（9.7） 3（3.2） 81（87.1） 93（100.0） 

寺社型 1（1.0） 0（0.0） 99（99.0） 100（100.0） 

洋風型 0（0.0） 0（0.0） 5（100.0） 5（100.0） 

その他 0（0.0） 0（0.0） 15（100.0） 15（100.0） 

全 体 166（10.3） 4（0.3） 1,434（89.4） 1,604（100.0） 

 
 
上記の表から、 
・ 屋敷型建造物及び土塀・門の残存数＝４９４＋８１＝５７５⇒約５７０棟 
・ 町家型建造物の残存数＝７４０⇒約７４０棟 
 
萩城下町全体の中の町人地全域に残存する伝統的町家建築の残存密度 

６０．８ha に７４０棟⇒１２．２棟／ha 

※町人地の面積（６０．８ha）は「萩図誌（安政元～２年作成絵図の土地利用）」から算出。 
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